
北空知地域の医療関係者と地域支援関係者が 

連携して入退院支援を進めていく関係を築く 
１ 支援関係者が、本人や家族の思いに添った支援ができるようになる 

２ 医療関係者と地域支援関係者が、情報を共有し同じ目標で支援ができるようになる 

令和４年度 北空知地域入退院支援研修会 

～療養が必要な住民を支援する支援者の力量アップのために～ 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

と き 令和４年１２月９日(金) 18：00～19：30 開催方法 オンライン（ZOOM） 
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開会・挨拶 医療介護相談支援小部会長 立川 直哉 

1 検討事例説明 ｢余命３ヶ月の患者の在宅療養支援｣（5分） 

説明：深川市高齢者支援課  小鍛治 真由美 

2 北空知地域入退院支援・調整ルールの紹介（5分） 

説明：北空知介護支援専門員連絡協議会事務局次長  髙橋 都 

３ 事例検討 （「北空知地域入退院支援・調整ルール」を活用） 

・グループワーク＃１（ルールを活用したロールプレイ）（30分） 

①自己紹介（5分） 

②テーマに沿って検討（25分） 

・【入院決定から入院 7日以内】 

・【退院へ向ける時期】【退院の見込みがついたら】 

・全体共有＃１（15 分） 

・グループワーク＃２（ロールプレイを踏まえた討議）（10分） 

今後ルールをどのように活用できるか 

・全体共有＃２（15 分） 

４ アンケート記入 

５ 閉会・挨拶 北空知歯科医会副会長 中神 宏司 

主催：北空知地域医療介護確保推進協議会 
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